
?千平の直趨類本

¥11 I崎柄根

Tsukane Y AMA S AK  I Orthopteroidea of Sugadaira 

中央山地産藍趨類については，菅平に近い軽井沢周辺より渡辺 ('41， '42) の41種の採集

記録があっ， また清沢 ('56)は南安盆地方の分布について言及している。しかし，その分類

学的研究としては，古)11 ('29)の松本付近王が鼻のものと，同じく i汗JIIの若干の断片的記述

('37， '39)とがあるにすぎなし、。なお古川は王が鼻およびその付近からお績を記録した。

1962年，筆者は菅平高原生物実験所において， この付近の!宣題類 (Orthopteroidea)の

調査を行なった。その後の資料も入れてかなつまとまった資料を待・ることができたので，

応ここにそれらを分類学的にまとめて報告したいと思う。機を見て 全なものにしたし、

と思うが， ともかくこれが中央Uij也および背平のフ γ ウナ解析の‘つの手がかりともなれば

、であるO

本文に先立ち，終始指導助言の労をとられた丘英通東京教育大学名台数授および I~~I な予防

衛生研究所衛生昆虫部朝比奈正二郎博士に深く感謝の;立を表すとともにB いろいろ使笠をは

かつてくださり本研究の発表の機会を与えられた菅平高原生物実験所の安藤搭博ペi二に;謝意を

表します。

菅平とその環境

菅平は長野県小県郡の北東部に位置する O 一般に菅平と言われているのは，ゆるやかな火

山斜面の十の原と菅平盆地からなる部分である。菅平高原生物実験所はこの十の原下部 (360

31'N， 138021勺三〉に位置しており(国 1)，この付近一???を一般に菅平高原と呼んでいる。実

験所の敷地の標高は平均約1330m，ここから北東部に海抜2195mの根子岳および海抜2333m

の四阿山があり，その南西部が約10分の l のゆるい傾斜で恒Ir~1 のほとんどなし、+の原の斜面

となるo 1400m('"J近まで耕地が進出しているが，それ以上の部分は牧場となっており，夏期

には放牧が行なわれる O この斜面にはいくつかの沢があり，その最も大きい沢を大明神沢と

いう O これは実験所構内の南東端を横切って流れる。また盆地部は林地.~Illj;也・湿原などか

らなっており，民家もかなりある O

気候区分上からは菅平は中央高原型に属するが，月平均気温よりみると，北海道のお11路付

近の気候と年を通じてほ X同じであると言われる O 降水量は年総量:平均1121mm，わが国で

は比軟的乾燥した場所に属する。特に台風JtJJの8月の降雨量が少ないことが特徴的である O し

かし植物の生育などには，高原性の霧が非常に大きく影響しているようであるo 11月から翌

年の 4月までは¥V均気jijillが5"C以下となるので，一般昆虫類の活動は停止状態となる O した

がって官、Fでは， fd虫は約、!と年の短期間に一斉に出現し活動するのである。以上のことはグ

長菅三F"I布1;](生物実験jIjr業績第7号 ;ぅ5
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図}調査 j世域

リモグラフからゆJIl京に察せられる〈図 2)。植生の状況については，実験所周辺部にカラマツ

やシラカンノミ‘コナラなどの低山広葉樹林が多少見られる 3 調査範囲の菅平の大部分を占め

る十の原一帯は亜i向上!草原帯に属する大草原で， i憂占種はワラビ・シパであるつマツムシソ

ウ・ススキなども多く， 牧場内ではこのほかにシラカンパが目立った。実験所の敷地の約

251 .C 15haは草原保護地となっているが， やはり

ワラビを優l:!:i種としている。牧場の上部，楳

I~ J}約1800mから草原の発達は恋くなり，植生

が一変する a シラカンパに代り夕、、ケカンパが

現われ，下層私自物も低山性のものが消えいわ

ゆる亜高山地物がとって代る 3 この地;iij;を過
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ぎると，オオシラピソ・コメツガなどの亜高

山針葉樹帯となり(i:良子岳で、は小濯木を主と

したi'，:ijLlJ "I'J 1'11自主主となる)， この辺にはまたガ

ンコウラン・クロマメノキ・コケモモ・ミヤ

コザザーが多い。 2000mを}也えてようやくハイ

マツや高山地物が見られるようになるコなお，

米作は現在のところ行なわれていず， :J:1ll地で

は馬鈴薯-白菜-キャベツ・レタス・ソパな

どが栽培される。
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図2 符干のクリモグラフ(方針， '57から作製〉
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調査範顕

採集は主として'長!験所構内において行ない，ほかに十の原-i:ザおよび根子岳頂上およびi白

!SiiJuJ山頂の少し下方に至るまでの斜面におし、て行なったコしたがって標高廷にして約1000m

の間が調査範囲となっている。盆地部では耕作地が主となっているので，積極的にはほ築し

ていない。ただし必要に応じて盆地部および周辺部の記録も挿入したコ

菅平産道麹類の検索表

〔科または上科の検索表〕

1.後肢は前中I!主に比べていちじるしく長い・

一. îを肢は前1~::] 1!支とほど同大・一

2. 触角は体長より短く，棒状………………・…一'"…・…一‘・…・…・…一一一一-…・…・・ー・………・…・・…..3 

ー.触角:立体長より長く，糸状…・…・………..一………一一-……ー・………一-一一………ー……・一一・…・…・ 4

3. liirll旬背長は触角よ り短い・・・・・・・‘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ h ・・・・‘・・・・・・・一..........一........ー....... Acrididae 

有i向背長は触角より J立るか:こ長い-一.，一...........・ー..，・・・・'"・・・・・・・・九一.............................1、etrigiclae

4. liif}j支)j霊能‘はま部近くに聴覚誌をもつもー…・・…一…ー・……-…"…-………......………-…………一一 5

ー. 前I!支腔節は聴覚器をもたない.............................・‘・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Rha ph iclophOl・idae

5. {本は左右に~:îlえで， 関節は 4節...................一一..一............................・・・ー.， •..•..•.•• Tettigonioid何

一. {本は背腹に広i平で， gf;l節は 3節・…………・・……………………ー………………………ぃ….， Grylloidea 

6. 体長40mm以上， {本は竹技状で納長........一......・・・ー・‘・・............一・・・・・・・・・・・・・・・ Pha5¥11ida: Ph削 matidae

体長40mm以下，体は背j援に1I奇平一…一-…一………・…一……・……一-……・・…・・…………....… 7

7. 尾毛は軟く有吉i'i， 頭胸部大きく無趨・・・・・・・・‘・‘・ υ ・・・・・・・・・・・一.....•..• •.• Grylloblattodea : Grylloblattidae 

-. J茎毛は革質{ヒし無節，鉄子状..................一一....・・・‘・一..........................Dermaptera : I:;'orficul idae 

[Acrididae Cパッタ科〉の検索表〕

1. 前lJ制度突起をもっ………………・………・・・………………-…・・……………………-……………………..2 

一.前Il旬)j夏突起をもたないー…-……・…・………………・…一………………………………………………….J 

2. 前趨は退化し短く， だ円状・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーミヤマブキパッタ Pm・αtodismα milwdυ

ー liiJ麹長く， 1I支端部をj泣える・・・・・・・・・・・ー・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・ハネナガフキパッタ Eirenethilus long沙問nlS

3. 後I!支i腿舘i内面iに発苫鋸i由をもたない……………………・…一……・・・……'"・ H ・..……………………… .4

一.後Il支腿T:(i内部に発音鋸歯をもっ………....・ H ・

4. 後)J支腔節は段色，後趨には;15紋がない…・…ートノサマパッタ Locωta lIIigratoria phase solitaria 

後Jl支Jl笠節は校色ではない・…ー…・…・・………………"…………-…・…………………………………… 5

5. 後麹KJ:色を呈する・・・・・・・・・・・ー・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ プカハネパッタ Celω slwlozubovi a1uta71llS 

後趨紅色を呈さない…・………・…・……・…………………・…………………・・・・……....…・・……………・ 6

6. nirl向背凹!日がj放しい・・.....................一-一-・‘・・・・・・-一・・・・・イボノくソタ Trilothidia annulata jatoniι:a 

ー. lÌíîllí~oi守ì'ii'めらかで，左右段(fJ~ l}\\は ~g;色を呈し，一見イナコ、';:sl に似る・

ーイナゴモドキ Parαtleurωαlliaceus

7.鋭部や)..FLJ針t状，f1~!角泊三IL.. .…・……………'"・ H ・..…………一ナキイナゴ 1'I1ongolotettixjatonicus 

頭部円錐状にならず，制!角も }1~i 、 \Lでない………………....・ H ・"……………...・ H ・-……………………・・ 8

8 前麹闘はり先立;iiに向けて3の
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9.1、jij担3Th1、j'Ij~:~.J戒が幅広となり，後BH~Í-虫色... ヒロパネヒナノくッタ ChortlutjmslalitcJlJ/is 

一 lìíj去五!EfiÍí紋)1lX~，;î:7JIJに申!I¥ILとなることたく、 i会組， i~lr; 色.....・・・・・・ ••••.••••..• ヒヅパッタ仁 lJ1itl 1 J/ Cil.' 

10. lìíj趨 i止は10~12mmf[å度，多少T:紋がんどJ 勺 引主i司12Ai:こ趨0))、tJくなることはなL、

-・タカネヒナノ:ッタ C nittοJ)/oll{OJlIIS 

一一 i荷主2長はお 9'"'-'11mm程度， 9 G ~8 mm f!/J支， 9のIjij迦;主体長にjヒし極端に短い。触角はliirfr1lより

j追い凶・・・・・・・・・・・・一..........................................................................................Chorthiρtus sp 

[Tettigonioidea (キリギリス上科〉の検索去〕

1. 古Ij趨は発述してL、る...........................................................................・・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・ ・・ ・2 

一.前迦はj短めて対かく uIjJJ防庁下に7う、くれる.................一.................•.•..•.•.• '" ••.• ....)(iμidioρSI:; sp. 

:2. l1ij)]幻Frri'{I'j¥こ長く強い臓をもっー…一一・…一一一一..………一一一一"……一一・…・…一一 ・……・・ 一一一 3

lìíf}]支 1]主役iの練はあまり!~!立fこなし、かない・ ......................一.............................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 

3. 大形， 一般体色は級色。 9 の産911'j台は~ìlJ状…ー…………一 -…........一一一・……・回一一…一一・…一..4 

- IHr~，一般体色は~}A褐色。 Ç( の，lfk卵管;は短刀状一....…・・・・…-…...........……一一………・…・…ー…・ 5

4. 句趨緑色，背ilIil1!¥わずかに掲色を，ii;ーびるの liij麹端;は)J民和

-ヤマヤブキリ Tcltigoniaurieniall五 yallla

ザ n可趨緑色j世に!日色紋ダIJがある。迦は1)卸:Mftj;;.こ注する程度。 o尾角;ま棒状で練がない・・・

・・・・・キリギリス Gal7ltsocleis lmcrgcli 

5. íÌí j)j句 ~ITIJtlJK後紋に此 I~l;:i\:がない。 δの)]受端lJ!¥:図31.……・・…イブキヒメギス lv1etriottera jatoJ/ica 

一. ìjíj )jÍlV"{C'J fJlijj\'後縁に11\t 1~1 刊:がある。 ろの)j夏端部・図32…………一一....………ー・ハーヒメギス 111.lzillle 

6. 'J民間突I:Uし，複11良の位[註よりはるかM)Jにある。 δのj毛角は1:1:1央l}!1でほ丈、90度に内向する。産卵管京IJ

状.....一一..一.........................一-・・・ ・・・・・・・・ ・・ ・・・・・ ・・ ・・・・田ヒメクサキリ 1-10lllorocorythus jezoensis 

:j良国は複IlJ~と i云j位置。 6 の!毛角は90度に曲ることはない。産卵管鎌状…-…・…-……・………………ー 7

7. *111 く rl~形。触角は淡褐色で， {本t去の1.51吉松度の長さ………一一一ツユムシ Phanerotterafalcata 

一 太めでや L大形。触角は黒褐色で，数11&¥の白色環があり，非常に長い・

・ホソグピツユムシ Shiraki・SOUmajatoJlica 

[Rhaphiclophoriclae (カマドウマ科〉の検索表〕

1 後11刻!盟百ii上‘而の1誌は独立小林からな i)，{本はmeのまだらー

-・マダラカマドウマ Diestrammenajatanic、α

一 後II主11主主'ii上iIliの椋は述続小紋I¥Yからなり、[本i主主L褐色を引びら…

・・・・コノシタウマ Tachyι・ineゴ elegantissilJla 

[Grylloidea (コオ lコギ」二科〉の検索氏、j

1. fT題一"……・……-…・…一一" ・…・・…………一一一・………-一…一-……一..........………ー……・…一.:2 

無迦 .11世/トト!i.....・・・・‘一 ・・・・・・・・ ・・・ ・・・・・ ・・・・・・ ・・・・・・・・・ ・アリ ツブJコオロギ λ1.vrlJlccothi・fα 刈 ρρ0]でnsis

寸 前íBJ ，褐色~:r~色……-

一. 前週L 7炎 ti~色。 体、 1~1*1IIJ1ラ・ ・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・カ ンタン Occantlzus lOJ/gicauda 

3.大形 (20mmを越す)……・…-……一旬ー…-一……………・・……エンマコオロギ TeleogrylluselllJlla 

ノト形 C5~7mm) ……・ー……・… 一一…・・ ……一………ー…....一……………一・…………・ ー…・・… .... 4 

'1. 体J立 n~色だが， )j支部:立黄褐色…-……・・…………・………一-一一キアシヒパリモドキ Trigonidilllllsp 

-一. 体:立虫色だが， Il支部は黄褐色、ご;まない…・…一一-一…・…-一……・………・…・・ー……・・……一…一一.5 

5 )枝i技支知;部百布iむ:は立丹熟AI白主のまだら状....................................一..‘.‘........‘..，マタ〆eラスズ Ptμ('ωBリγrOlω1I(σU子つJ刀J/ωob仇J

一¥. )月j主告出部iちi仁立上:全全{体本!思1廷H色土....一.. 口.....................一........................一.........・・ ・・・・・・エゾスズ jVellzuhius .YどzoclIsis

:なお Tetrigidae. Phasmalidae .じrylloblattidae. Dermaptera (Forficulidae) 立1陸もしくは:2f:rfIのfこ

め検索表;土つ:tない。
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菅平産直麹類各論

i誌をし{守た範囲では 8科281誌32極を注する。このうち 1碍は:綿査対象地域以外からぼ集さ

れたものであるが， 1比-七ヒ絞 i的拘近E註距t~ 鱗離:\"点i正:

載する。なお，特徴の項は類似惑との簡の簡単なi正月、を示したもので，また計mll慌のヰミFに
はすべて mn1である。

ORTHOPTERA 直趨邑

Acrididae 1'¥ッタ科

1. Parapodisrna mikado (BOLlVAl<) 

ミヤマアキノくッタ

PezotcttIX mikado Bolivar， 1890， An. :)0じ. 1三云pan. llist. Nat.， 1り， cusd. :3: :32:3 

PodisJJ/αmikado Rehn， 1902， Proじ. Acad. Nat. Sci. Phila.， 54・637.

Parapodisma IJIl占αdo Bεぅr_Bienko and Mistshenko. 1951， Acridoidea oI Fauna USSI~ and 

Neighb. Count.， 1: 224， f. 181 

九liramellaJ刀法aduFurukawa， 19b2， Bull. Tokyo Gakugei Univ.， 13: 178 

1 O，尖!験所構内， 10. viii. 1963; 1 9，問問i上1fi1 J日記， 14. vii 1962; 1 o nymph，大切

tl11i凡 14 vii 1962 

p: 

7 

函3-5) Parαρod-isma miんado ミヤマフキパッタのIl夏端部.3，o側面[j.4， If，1;，1雪国.5， <;1;/号車i
図6-9， Eirenephilus long・iten71 is ハネナガフキパッタの!l安端部.6，平背面.7，o側面.8，I可背部.

9，δ右尾角側面.
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特徴 111形。緑色"-'llr'i*求色。麹は)1:');;;に小さく 11iP1形"-'ITIH手。?を)])色下回は民主[を呈する。

δ♀j夜明日1)-[珂 3，4， 5 

i記述:前麹は!3í~ 3 背板にその先端が達する程度，後趨は!;l~; 2背板の1:1，1* itl)1¥1:までしかない。

'liiT)]p母Il友突起は鋭L、。

ei IJITI!IM i'mは各処に黒い挟係をもっコこれは他のグループにえられない特徴で、あるっ生殖下

級は後)Jにや1J びきれず、短いο JlIJ-，1:反は 11 1 ;J~ifl)llljii1UJ (こおいて半円状の突起が斜後方に出るつ!毛

モは )l~ßI)太く， )J~;:tI)より 2/3 ほど進んだ所で最も納く，そこから先端へ至るに従いまた徐々

に杭広く，かつめ千状となる ρ なおこの部分は 1}~Jiへわずかに向いている(図 3 ， 4)0 

S;O Jju!iIMrfl)は閃 5(こ吊す。}己モの先端は丸i比を;ijj:びる。<i?JzroWiii;は灰i主i色，その稜線;}I)は褐

色である。

1] l'iHlJ値:1本jふ δ26. 8， '?-36. 0 ;前麹j乏， ei 5. 2， <;' 7. 1 ;後)j退長， δ13.2， ♀17. O. 

生態:8， 9 pjにJ;x:1Lとなる o J;x虫はそれほど多く見られないがう幼虫は群生することが

ある。双子葉系統のfl(i物1¥下1，11に多い。

2. Eirenephilus longipennis (SHll~AKI) 

ハネナカ。フキバッタ

Podisma sattorense var. longitenne Shiraki， 1910， Acrid. JaP. : 77. 

Ei7・enethilu.sdどbilislkonnikov， 1911， Ann. MU3. Zoo1. St. Pet.， 16: 265， pl. 5， f.5 and 6. 

Podis7l1a altina 7litho7la Furukawa， 1929， Kontyu， 3: 171， 177， pl. 5， f. 1-5. 

Eirenethilus longite71llis Furukawa， 1939， Rep. First Sci. Exped. Manch.， Sect. 5， Div. 1， 

Pt.5， Acriclioclea: 92， 122， 166， figs. 

Eirenethilus J1itho71l1S Rehn ancl Rehn， 1939， Trans. Amer. Ent Soc.， 65， 1057: 82. 

1 o 1 ¥(， ノト1l.9ISilJ， 24. Vlll 1962 1 o， 実!験j羽構内， 15. x. 1962 ; 1 ¥(， 1本奇心f

liij， 23. vii 1962. 

!特iド侍4守祈H徴蚊 ↑判!

をはるかに1腿也える。 o ♀腹立11:日i)-I~l 6 "-' 8 

己述:'Iiif)]旬Jl支突起は円錐形。

3の腹立Mlms;I盟 7， 8. 生Ylln" 板はその先:fjij 念、に ~:fll くなるので，半円形のヰl央部が少し突

出した形状となる o J毛毛は*nlく1:ヒ絞1'1守長めで， 1.4，，-，2. Ommあるo

マのJjyi!IMi'm;I玄.16，I日;上板;111']図。 尾モは長円錐状であるが， iHlli苛よりよ立たときは図 9の

~n き形;1犬をしている。

iil'lJllJ i産:1本jふ ei 24. 0"，-， 24， 8， ♀26. 5，，-，27. 3 ; fIIJ麹長， 021.5， <i?26.1，，-，27.1;後総長，

o 12. 0'"'-' 13. 0，中 14.8"-'15.8

生態:十の i>~(ーイ;;:;こ多く， Hミ!ぺ岳山田までよ己られるつ 7 '"'-'10月に出現する。

3. Locusta migratoria LINNAEUS phase solitaria 

トノサマバッタ

GJ・)'1111$(Loc仏 .，ta)JlIigratorIII5 Linnaeu.5， 1758， Syst. Nat 10・432
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Gry!lus (Locusta) danIws Linnaeu3， 1766， Syst. Nat.， 12: 702. 

Pachyty!us danic・usRecltenbacher， 1900， f)erm. u Orth Oestrr. -Ungr. U Deutsch. 70. 

Locusta danira Kirby， 1910， Syst Cat. Orth.， 3 : 230. n 

Locusta migratoria ph. danica Chopard、1922，Faune de France， 3， Orth. Derm. : 162. 

Locustα1iI igrato 1"ia ph. sol itαria Uvarov、1937、Ark.Zoo1.、 29，(A)15 : 4. 

Locusta mIgratoria danica Chopard、1938，Re¥' îran~ Ent.， 4: 221， 232. 

Oedijうodamigratoria， Pach:ytylu:> ciucra.-;cell:>， Pachytyllls migratoriu:> etc. 

2 o 1 ?，実!談所哀門前 23 vii 1962. 

特徴:大形種。後経缶、H討を亦色であるが，後趨には;:w紋がない。

，j'hHIJ値:体i七 o 40. 0-----40. 8， 字51.4 ;前麹N.:， 041.2， '153.2;後)j退長、 :3 23. 0-----23. 8， 

? 30 1. 

生態:官千では 8)~:こもっとも多く見られる。過去においては実験所内に非常に多かった

ようであるが，現在ではほとんど見られず¥わずかに実験所以内前の雑市荒地に生息するの

を観察しただけで、あった。なおダポス(こは多いという。

4. Celes skalozubovi akitanus (Sr-IIRAK1) 

アカ J、ネノミッタ

Oedipoda akitana Shiraki， 1910， Acrid. Jap. : 40， pI. II， f. 13a-c. 

Celど skalozlIboviorientalis Ikonnikov， 1913， Die ¥'on Schmidt aus Korea mitgebr¥Acr. : 15. 

Celes skalozubovi akitα7lUS Tarbinsky， 1932， Bull. Leningr. Inst. Contr二 Farm. and Forest pests， 

2 : 202 

Celcs akitanαShiraki， 1932， Icon. 1ns. Japon.， Ed Prima: 2070， 40G4. 

Celes skalozubovi Sjδ3tedt， 1933， Ark Zool.， 25， 3 24. 

Celω :>kalozllboviαんitαnusFurukawa， 1939， Rep. First Sci. Expeel. Manch・， Sect. 5， Div. 1， 

Pt. 5， Acridiodea: 57， 147， fjgs 

2 o 4♀，北信牧場内， 24. viii 1962; 1 ~，実験所構内， 16. x 1962; 1 o 2♀， 

官=平， 16. viii 1939 (朝比奈採集工

特徴:1=1こ1形。 n音褐~亦褐色O 後趨基三iとf}¥Sに美しい紅色部があるつ 3平fl友端部-[盟10-----12お

よびi玄.¥14.

記述:前JJ旬背前縁から後縁に至るに従って次第に広がり，胸部に至って最大111高となる。こ

れによってとくに平では非常に太い感じを与える。前JJ部背の中縦隆起おRは中央にて~~3 横泊二

で切断されるコ胸部腹部は図13に示す如くであるコ

o )j反端部;[翠10，11. IJ工上板はほど三角形， 日工下板は*111い。 尾毛は全体太めである。

Epiphallus は図15の如くで，橋の弧はゆるく， epi phallus 側葉はかなり 11日広い， なお通常

epiphallus U{U突起の前縁はi直線状になり， その先端はMi}iSを少々つきでる形となるが，検し

たものではその上面に不定形の薄片がついているのが見られたっ Phallic complex は図16，

18. とくに penis は 1~117の如き形を呈する。

9腹端部;1%l12， 14. 産卵管背片の先端は側面から見ると，非常にとがっている ο 尾毛の

先端は丸味を帯びる。
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li"l-iWJilH:休jふろ 22.9~2<1. 1， ? 32.8，，-，37.9 ;前趨ll， 0 18.4，，-，20.0，マ 24.0，，-，27.4;後

腿k， o 15. 0，，-，16.2， Q 19. 9~27. O. 

与-Zキ・ 1;-~')-Iかじ δ については， phallic complex 以外は，古)11('37b， '39)により詳しく記

述されている勺 引二ついて、その)自立誌の記述は今のところやはり古川 ('39)の熱河産のもの

の記述がもっとも詳しいが，そこに開示されたものと官平j去のものとで、は産卵管の形状にお

いて若干の栄男が見られる o;t~: 平淀のものは 1~\i可産:こ比し，背j寸先端はより細めであり，また

JI支片綾田の外縁には鋭角突出部があるが，この点古川の記述と一致しないところがある O 大

陸庄のものと本:rlíJJ1~のものとの更に詳しし、比較によって有益な結論を導くことが必要である。

なお京本 ('50)は roをよよ!むさない」としているが，古川の記述がすでにあることゆえ，

こ)，L(JilNりである。]王司1存lfりフ尖c/♂;1行;

十什J"記本4本iド又叫1碕項は本j少列州{付H北i部iil弘i日iに分布するが，確実な分布地は，少数をi徐きまだよくわかっていな

い。菅平で尖!験所構内で 1婦をほ集したほかは，すべて品作n500----1600m付近の北信牧場内

で採集された。これ以外の場所ーで、は見られていないが，これがどういう環境条件によるのか

は今のところ判断がつかない。

5. Tri10phidia annulata japonica DE SAUSSURE 

イボバッタ

Trilothidiμ all71ulαtαvar jato71ica de Saussure， 1888、 Aclclit Prodr. Oedip. 54. 

TrilothidiαωlIlulatαjatoJlicαRehn， 1902， Proc. Acacl. Nat Sci' Phila.， 54 634. 

1♀，鉄所部内， 18. x 1962. 

特徴十i形。茶褐色。前JI旬背の前古川l縦隆起線は，ほど中央で横溝により切断せられ，そ

の前後はいちじるしく隆起する。

i記述 :δ は廿平ではまだ採集してし、ないがp そのJlkly市部は通常尾毛かなり長く，外方へわ

ずかにそる。 JlLL1副主ユ\!:Pl状で，その先端部はわずかにヲ~1:lll するつ

?の)]V:~品i H- l) ; }毛毛はおと 1，叫示υ J1l二Lt反後縁は11I日の広い)j):物形となり，生91ft下板後縁も丸i沫

を;!百:びるが， 1¥1央先端部はわずかにうと引け一るコ

l¥tiWJ íf~l :体長， 'i' 4，4. 8 ;立iJ趨長， <724.6;後11退長， Q 13. 5 

1''l'H己:菅平産は平地のものに比し一般に小型である 3

6. Parapleurus alliaceus (GERMAR) 

イナゴモドキ

Gr:vllus alli正[(:('/1:; Cermar， 1817， Fauna Ins Eur. Fasc.， 11 pL 19 

pω'aplellrus alliaceus Brunner ¥'on ¥Vattenwyl， 1882， Proclr二 eur Orth 96， 25 

Parαρ!eurus Iωfig・iatusRehn， 1902、]コroc Acad Nat Sci Phila 54 6:29 

Alerostethllsどi/lian'llsKirby， 1910， Sy:;t. Cat. Orth.， 3 145 

Gr:yllus jJorap!ellrll五、心。IJI!JhOIγrusparapleurus， PediPoda taratleu7・us，Paratleuru五tytusetc 

1色、小田1)凡 24.viii， 1962; 2♀，実験所構内， 23. Vlll 1962; 2 9， 実験所構i人J，

24， Vll1 1962; 1 ei，実験所構内 16 x 1962 
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16 

21 

国10-18， Celβs s仇 lozubo'viaんitωlUSプカハネパッタ 10， δの1]望端rm.間前11.11， I吉j背面. 12， 
♀のJI夏端部側面. 14， I可背部. 13， O 1=11後11旬11夏板. 15-18， δ 生殖器複合. 15， cpiphaJlus (br. 
:橋， 1. p. : epiphallus iHlJ突起、 11 epiphaIlu.3 fHlJ葉). Hi apod::me と penis の{期間 17，
apodeme を阪り i除徐いた p戸en1吋1S吋{側i員印期，)1羽IJ沼. 1凶8 c印cto刀opコi凶1潟allicmen~凶1汁bl列r噂ane と 仁叩p戸内〉討刈i江刷p凶コオh沼叫a叶11m日3 をi坂i反支り i除徐しい、fたこ主生i色ミ:Ji"酎{

合背回図.図19，20， Mong・olotettixjaþonicus ナキイナゴ'1l~~IMli;I). 1~.δ 背事Î. 20， I舌HHlJ市.留21，
22 Paratleurus alliaceus イナゴモドキのllEl ~1結1). 21 ， δ 背UlI.乙~，百HWl百五.図23-26 ， ChOTthitρus 
latitennisヒロパネヒナパッタIl夏端部. 23， O側面. 24， ~il背面. 25， C! 側面.26， I可背面.図27，28，
C. n i IJpo771ontanusタカネヒナパッタIl愛端部 27，δ背面. 28， I司1ftl]国
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特徴:tj~~黄緑色 f稀に亦補色〉。イナコす:N ~こ類似するが，前Il句絞突起はなく õ 生殖下板

著しく後!二方に突出しj乏し、。 δ)]民主IMfm-図21，22. 

記述:体は*-11Iく /J\~ι 頭出突起上回は少々!l!.lみ，平坦面をつくる。

o Il支端部;1玄121，22. 尾毛はかなり長く，生殖円安は側面から見て長三角形，後上方にの

びるつ!江 i二板外縁は出凸のあるUi3線をffiくっ

jgij趨は滋茶，前縁部は黄緑色を千i;:びることが多いコ

計四IJ値:休jえ d 21. 1，，-，21. 6， 925.0"，-，28.0; i1ij趨長， δ16. 3"-' 19.8， 921. 0--.....23. 2;後

Jlm長， δ12.0，，-，13.0， 915. 1----17.3. 

生態:;m'ì;~;・7Jx:Eß付近に発生すると言われるが，菅平では草原に普通に見られる。

7. Mongolotettix japonicus (BOLIVAR) 

ナキイナゴ

C/17・ysochraonjatonicu五 Boli丸山・， 1898， Ann. Mus. Genoa， 39 82. 

1̂ 011 golotet!ix jαμnicus Rehn， 19よ人 Proc. Acad Nat. Sci Phila.， 80 200. 

2δ ，尖!段j刑判九 16. vii 1962; 1 d，実験所構内， 25. Vlll 1962; 1 δ， 実験所構

F)']， 28. vi 1962 

特徴:全体黄金色~灰黄色。 Mt角 liffí平。後麹は痕跡程度。引立小形 9 はヰi 形。 8 腹端m~

-1玄119，20 

記述 o前趨は末端近くで幅広となるが，その先端は腹端部には達しない。左右前麹とそ

の}T[なる部分，および服部とのriXlにかなりの空間を生じ，会長11.1急i告?となるつ後麹は非常に小さ

い(後麹の長いものは;百平では見られない〉。 なお 9では前趨は短麹型となり JJ支部中央ーにも

しない oc;!とも後腿鈴j内面11"1央蜂起線上には発音1歯が並ぶ。

8のiiUtMli51) 玄119，20. 尾毛布II長く，旧:上板は楯形。生殖下板は後上方に突出する。第10

背板後縁は[l!.lI:'21をもっrlll線状になるコ

日1.tJ!IJf直:体長， o 19. 7，，-，20. 5 ;前麹長， o9.0"，-，10.6;後Il退長， o 11. 0"，-， 11. 2. 

生態 oはジャ・ジャ-ジャ・ジャという摩j察音を発する。

1I付記:官二千庄のものは平地のものに比べ若干小型である 3

8. Chorthippus latipennis (BOLIVAR) 

ヒロパネヒナノミッタ

Stenobυthrus lautellnIs 1. Boli¥引・， 1898， Ann Mus. Civ. Stor. Nat. Genova， 39 

ChοrthIρρus latItenllIs Rehn， 1902， Proc Acad Nat Sci. Phila.， 54 631. 

SIαuroderus latiρenJ/Is I-Iebarcl， 1924， Trans. Amer. Entom. Soc.、50，856 213. 

Stenobothrus fU771atlls Shiraki， 1910， Acrid. Jap. : 2， 23， 25， P 1 . 1 ， 6 & 6 a-c. 

83. 

1 c;!， 11ï]~~L， 15 vii 1962; 1 (3 1♀，実験所構内 23. Vlll 1962; 1 o 1 9，小田向，

24. Vl11 1962; 2 o ，実験所構内， 25. viii 1962; 3 o 1 9，実験所構内， 15， X 1962 

3 9 ，実験JiJf\清~i対， 16. x 1962 

特徴: 1:1~1 J彩。 δ 古íj丸j亜立íJ~~ま域が非常に幅広くなり，後趨は薄黒色を呈する。 δ ♀腹端部一
関23，24及び25，26. 
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記述:前恕 δでは前縁域及び亜前縁域の関が特:こ幅広となり，前縁域の横1I慌がよく自立つ3

8腹端部;図23，24. 尾毛太く比較的長い。紅上板は楯形， 1=j=1央左右の部分が少々 i窪起し

ている。

平腹端部;図25，26 尾毛短いが太い。紅上板大きく後縁はi揺広い放物線形となる。 産卵

管先端部国示の如くである。

色調は全体として暗褐色，特に Sの越は黒化{頃向が強い。前趨には淡色紋 1笛を有する 3

腹部は黄福色，特に δの腹部先端部はしばしば控黄色となる。後)j奈は!I音色。

計測値:体長， δ17.0-----19. 7， ~ 23.2-----26.3 ;前越長， o15.1-----17.5， 917.0-----18.9;後

腿長， o 10.2-----11.9， ♀13.2-----15.4. 

生態:草の茎部にとまっている場合，人が近づくと，茎の実誤IJへまわる習I'tをもっ。

菅平のヒナパッタ群iヤもっとも摺i本数が多く，出現j訪問も長期にわたる。また垂直分布か

らみても一様に分布している。

9. Chorthippus brunneus (TI-IUNBERG) 

ヒナバッ タ

Gryllus brunneus Thunberg， 1815， Mem. Acad. Sci. St. Petersb.， 5: 249 

GIコ，llusbicolor Charpentier， 1825， Horae Ent. 161 

Stenobothrus bicolor Philippi， 1830， Orth. Bero1. 36， Pl. II， 6. 

Stauroderus bicolor Chopard， 1922， Faune de France 3， Orth. et Derm. 129， 150， f. 353， 375， :377. 

C!70rthitρus (Staω'oderus) bicol07・ Uvarov，1927， Saranchevye Sredni Asii : 78， 82， f. 70 

2 ~，実験所構内， 24. vii 1962; 2 o ，小間[)可， 24. viii 1962; 1 o， 十の}氏 24. 

V111 1962; 1 o 1 9，実験所構内， 25. V111 1962; 1 9，根子岳， 17. x 1962. 

特徴:前種によく似るが，前泌総く，かつ直前縁域が!幅広くなることはない。後趨i切るく

透明。

記述:前腕背の隆起線は前種同様3本あるが，両側[IA起線は非常に弱い隆起である。前麹

は先端から内方へ向いlの ~l)分がiFも幅広いが，亜前縁i戒がi幅広くなることはない。なお"M"3 、

麹前縁基iM)方にわずかな突出吉Ijを有するコ

6尾毛太く円錐形を呈している 3

全体の色調は前種に比し淡く，茶褐色が一般的であるが，かなり色彩の変化を示すコ前種

同様前麹には淡色(灰色〉紋をもっつ後膝はかすかに黒ずむ程度 O 後JJ退内面基部l乙黒紋がある。

計測値:体長， δ15.2-----18.8， 919.2-----22.2; i1iT麹長， o 13. 8-----14. 0， 916.0-----17.0;後

総長， o9. 6-----10. 9， 912.2-----13.6. 

付記:菅平産のものは平地産にくらべ一般に小型で、ある。菅平ではfmil1本数は少ないが広い

分布を示しているつ

10. Chorthippus nippomontanus FURUKAWA 

タ カ ネ ヒ ナバッタ

StaurodeJ局ussp. Furukawa， 1929， Kontyu， 3 173. 
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Chorthiρtus nItρoJJ/cntω1μ5 Furukawa， 1950， Icon. 1ns. Japon.， Ed. Sec. 3D， 69. 

3♀，尖!段FJH待!大J，23. vi 1962; 1 0 2 ~，尖験戸万構内， 28. vi 1962; 1 ~， 実験所

構内， 13. vii 1962; 4 o ， 尖!談所lJ寺内， 14. vii 1962; 2 ~， 実験所構内， 16. vii 

1962; 1 o， 突出会月礼拝内 25 vii. 1962 

特徴:前 2 部よりより小形。 íìíJ)]句背上の降j~~J~は光沢があり目立つ。 前去TI長は10-----12rnmo 

o lIu )Ï出 ;'tl)-~27 ， 28. 

記述:.liijJJ句背はniT2混同様3降起線あり 11可制IJのものは光沢をもっつ [iiT麹は δではほど尾

端jに達し c( て‘は j伝卯 {ìi\;Jj~rm付近まで。

ろの政治i計1); ~27 ， 28 昆毛は先端;かなりとがり全体として長円錐形を呈するっ紅上板短

く，後紋は半円形に近く，先端部にはさらに円みをもった突出がある。生殖下板に長毛を密

生する。

全体の色調は淡紋色がかった褐色o Tìíj~淡褐色。わずかに不明瞭な黒紋がある。後麹透明。

後)j奈黒色。

ITl"ifllJ値:体長， o 15.5-----17.5， 918.0-----21.2;前麹長， o 10.0-----12. 0， ~ 10. 1---，11. 2 ;後

総長， o 9. 8-----10. 6， ~ 11. 4-----13. O. 

;考察 o!I支出日1)は i1i)11の記ilまとほど一致し，五iJ麹も近似，かつ計測{甚なども一致するが，

複IlNのj惨状-色彩・後JI退節などにわずかの差異ーがあるつしかし全体的にみて菅平産のものを

本組とみてさしっかえない。

生態:活発にl!到察???を発する。なお，本極は実験所構内，即ち標高1330m付近から上方標

Ifn900m付近までのIlJ'Jにのみ凡られ，成虫は 6， 7月に出現し 8月になるとほとんど見ら

れなくなるコ

11. Chorthippus sp. 

2 o 1♀， H~子岳， 17. x 1962; 1 o 1 ~，ノト四阿， 14. ix. 1962. 

特徴 :δ は前節に似るが， C-ScJ!ixは幅広くなり，触角はより長いっ 叫ま前5ill極めて短く

!I支部の半分にも達しない。

記述 õ は小さく 9 は 11' 形。 8 の f11l角は他極に比しゃ L 長く，前週I~高広となる (C-ScJ或

は特に11恥ウが川は組えない~叶古

b助跡功亦:私松u度支¥'後!総!能退制i節1お'il長ミく ， 不i明り肝II燦!庶京な黒抱

i討?討汁i十.l詰洲H印別II開IJf値寵 : {体ヰ本=斗i長ミ， ろl四8.4-----1刊9.2， ~ 2お6.0-----2お6.2上;前苑麹j長， o 9. 6-----10. 9， ~ 6. 9-----7. 6 ; 後腿

長) o 11. 5~ 11.8， 9 12. 2-----14， O. 

考察:最大の特徴は♀が極端な短主主であることで， 日本産既9~11種とは明かに別種と考えら

れる。近く記載発友の予定であるので，ここではごく簡単に取り扱った。

生態:I出向山・ 1良子岳など、の?;ii山花:に生息するようで，個体数は多くはない。

{、J"記:その後多数の材料がJ来集され，~・極についての若干の考察については1964年12月に

行なわれた第 3恒!日本昆虫学会関東支部大会にて筆者によって発表されている。
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Tetrigidae ヒシバッタ科

12. Acrydiun1 japonicum (BOLlVAR) 

ヒ、ンノミッタ

Tettix jaρonicus Bolivar， 1887， Ann Entom. Soc. Belg.， 27 187， 258 & 263. 

Acrydium jatonicum Rehn， 1902， Proc. Acad Nat Sci. Phila.， 54 629. 

Tetrix japonicus Hancock， 1906， Genera In3.， 48， Orth.， Tetrig. 58. 

Tetrix jatonicus Bey-Bienko， 1934， Ark Zool.， 25A， Nr. 20 9 

Tettix五ibiricus，Tetrix sibirica， /tcridium sibiriculJI， AcrydiullI lJ/tullctatum etc. 

2 o ，実験所構内， 28. vi 1962; 2♀，実験所構内， 23. vi 1962; 1 ¥)，実験日I"i者内，

29 vi 1962 

計渋Ijf霞:体長， δ7.6----8.0， C( 9. 4----10. 6 ;前週長， δ1.5......，1. 6， 91. 7，，-，2. 1 ;後i総長3

o 5. 2----5. 6， 96.6，，-，6.9 

Tettigonioidea キリギリス上科

13. Tettigonia orientalis yama (FurnJKAwA) 

ヤマヤブキリ

TettigonIa orIentαlis yalJla F uruka¥へ叱 1938， Dobut占ugaku事 Za33hi，50 447， f. 1ぺI&e.

1 o，実!談所構内， 24. Vl11 1962 

特徴:中形。緑色。 (δ のみ) lí立終背桜は後縁 11- 1 *;11)1京く切れ乙み，長三frJ Jr~の 2K{こわ

ける。その先端はあまり丸みを帯びない。 j毛角一i立¥30，擦器 Ctitillator)-I文J29.

記述:胸部)J友罰には 3 対の鋭角突起があるが，これは )í~ilÉ祐ほど鋭くはない。 lìíT Jì\~節には

鋭い突起が側方に/J:l1るが，やはり基車種ほどに自立つものではない。発品:鋭は)JFJ)診をして

いる。

3のjj支端部については，尾角図30. は大きくかっ 1内校を有し，その先端は鋭くとがる 3

紅上板の後縁部は中央官1)深く切れこみ，その南側部は三角突端部となる。 j祭器;IZl29. 

計測値 o 体長;22.7mm. 前麹長;2o.8mm. 後JJ退長;21. 2mm. 

考察:本種は δのみしか採集できなかったが，これについて，古川の記述とは，尾角およ

び擦器の両者ともよく一致する。尾角の閣が古川のものと若干異なるようにみえるが，これ

は別角度よりみてお担いた相違と考える。 計測値からみると， この標本では， ほとんど T

orientalis ibuki に近い。しかしこれは他種同様菅平における体形の小形化という現象によ

っていると忠われ， ssp. ibukiでなく出p. yama の小形個体と考える。

生態:本種は樹上j生であるが，菅平で、は丈の高い草叢1*にいることもある。 11，弱音は原亜種

とでは少々異なる。夜鳴くのが普通であるが，ときに昼間(午後)11.1急くこともある。ダニの

寄生を受けた個体が多い。

14. Gampsoc1eis buergeri (DE HAAN) 

キリギリ λ

Decticus buergeri de Haan， 1842， Verhand. nat. Gesch. Nederl. overz. Bezitt. in Indie. Zool. : 214. 
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Gamtsocleis buergen: Jacobson and Bianchi， 1905， Prem. i. Lozhn. Ro必. Imp. 399. 

1 6，尖11決J引再1)ヲ， 23. Vlll 1962; 1 C'， i長子IJJJiiL17 x 1962 

特徴:大形。褐~緑色。ち j毛角は太く長く棒状，単純である。 δ生殖下板の後縁(>'j:三角に

切られ，そのjIlがおから太い円Pi状の昆突起がI:Uる。

記述:i'(ij傾突起と@il貝突起は1賀市で分けられる。前Jl支出には細長い鋭角突起1対ーがあり，

前法節からも鋭い突起をiJ~1すっ発音li!í大きく発音銃は不正1m辺形を呈するつ

8のJJ以;I，lli!)について。!日:上板は1:1:1**111く深く切られ， )毛jfJは外方へ突出し，先端丸i沫を;出:

び待状，太い。生殖下級の後紘は三角形に切り取られ，両立iI，lt~líは外方へ向き，円筒状の尾突

起をつけe るo

qの!l左端部について。 産卵管長く， Il友部長を少し腿える程度。わず、かに下方に費出し，先

端とがる O

ï)íU週五ÍJ縁 f'i líは鮮かな綜色を;出;O~ ， またがJ越は 2 列の果、紋列を有する。

計iJ!lJli在:1本&乙 6 27. 4， 9 27. 2 ; nij麹長， 6 22. 3， 920.0;後JI退長， δ27.0， C' 23. 0 ;産

卵符長， 23. O. 

生態:若干庄のものはしばしばダニの寄生を受ける。椋~:n700m付近まで見られる。

付記::u，itsb，:1時には上記 16 1 9のみしかJよることができなかったが，その後多数の個体が

待られた。菅平産のものは王子地産のものに比べ小形のものが多いが，平地産と同大のものも

何られる。

15. Metrioptera japonica (BOLIVAR) 

イブキヒメギス

Decticus jαtonica Bolivar， 1890， Ann. Soc. Esp.， 19 327. 

MetriορlerαJ吋>071ZCμShiraki，1932， Icon. Ins. Japon.， Ed. Prima 2099， 4123. 

1 6， ;I~\:平 viii 1962; 1 9， }苦沢l'喬， 18. x 1962. 

特徴:体はキリギリス型，黒掲色でヰi形。前日旬背側片後縁に黄i主;出:を有さず， HiT趨先端iは，

よりフしみを;ir-びる。 ろJJ支端部-IZl31.

記述:休は概して次種より大きい。強国突起はl幅広く先端腎曲する。前Jl持背の中~:r;t隆志:J~は

後総近くにJ紅度現われるのが多く， -I)i机まで至ることもある。前麹先端iは次種に比べよ

り丸みを;;;;:びる。

δの)lrU!Mtm;図31. Jl工上板後縁の切れ込みは!幅広く間出し，これに沿った中央のくぼみの

部分には*111長モが密生している。 j毛角は先立;;;から約lのNrにII支をもっ。
4 

9のJlyi.iIM部について， iIt:91']1まは安IJ状でj二方に反るが，次種よりはゆるい反りである。たど

しこれには変災が多い。生殖fi長の先端くよくとがる。

邑~lliJは，邸主\\と!日jJÎ'ù-，lr の~，IJIIIT .去翌日1¥.後)J支などに茶褐色古¥¥があるほかは，だいたい黒褐~

黒色である。古iiJj句背側)¥-の後紋には黄白色刊:はよよられず，また後Jl退節外部基半部は黒色がか

る。なお，娯)j(IUおn'fili'，lritJiが緑色を花:ひとることもある。

，i¥・iJ!IJf産:体長， δ21. 0， 9 20. 8 ;前知長， 6 13. 1， C' 13. 0 ;後))m長， δ22.0， 923. O. 

主:平むらの加もと付近に多いが， jiり必i世上を好、むつ 11，鳥音は弱い。
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図29，30. Tettigonia orientalis yamaヤマヤブキリ .29‘撲部(titiJlator).30， O右}毛角背面.図31，

lv1etriottera jatonicα イブキヒメギス o)]財ij背面.図32，M. himeヒメギス δ腹立i討を部.思33-36，

[-[C1WJ7・ocorythusjezoensisヒメグサキリ !l}I端部. 33， O 1J{IJ話I. 34， I百件?而li.35， 平背fIlI.36， I百j側面.
図37-40，Phωwrottera falcatαツユムシ. 37， O腹立;i口守詰i. 38，同側面. 39， 合生殖下級11安部.40， 
♀11夏端側面.函41，42，Shu・ahlsolImαjαタo71icaホソグピツユムシ 41， Õ 生~íti下級j復Tíii. 42， O尾1字J"，'守ITIT

図43，Trigonidium sp. キアシヒパリモドキ Q の産91~管側面i.思44 ， N emobius yezoensisエソスス

♀の腹端部側面.図45，。どι-αnthuslongiιaudaカンタン♀ Jl変端書1¥"1雪崩.45a， IriJj主91'J管先立ii出1¥背面.
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16. Metrioptera hime FUR UKA W A 

ヒメギス

Metriotterαhime Furul<awa， 1950， 1con 1n5. ]apon.， Ecl. Sec 41， 1. 103. 

Metrioρterα englehardti sulココP. Furukawa， 1948， Shin Konchu， 1 (7) 18. 

MeLriotLerαjatomca? (nec Bolivar) Bey-Bienko， 1929， Ann Mag. Nat Hist.， Ser. 10， 4 

544， f. ] 

1 o 1 ((，尖験所梢内， 16. vii 1962; 2♀，実験所構内， 10. vii 1963; 2 ¥( ，実験

F万間 11']，25. V111 1962. 

特徴:古ijfJJ1に似るが，前JJ旬背{立IJ)午後紋に黄白;IWを有し， 1Iij却は先立;ii京111くなる。 oJlu端部一

区132.

記述:前部より小さい。前JJ旬背のrl:1tfitII全i出総は後葉1程度に現われ，fjí]J~~からその部分ま
3 

では IElì持となる。 'ñ'ij~忍はJl以;討を越えるものから達しないものまでさまざまで，その先端はj斬

次k;1l1くなりとがる。たどしこれは変呉があって一線でないが， i)iJ種に比べればよりとがって

いると言える。

ろの腹立!MI~I) ;図32. 月工上;f.反後縁の切れ込みは鷺liJ3するが， 111mは狭く，中央のくぼみの部
=1 /7  ，... ，，_. LHI ~φ1 

分の車m毛ははるかに少ない。可は先片付"0司113のjリ?に 1校をもっ。

9のJl友端部について，産91'J{iii;は京IJ状でjニブゴに反るが，その間Itllは前種よりわず、かに念、であ

る。 ~J:JI在日f1:& のうlfiW，\はとがらず，かっ短い。

色ilJlJはがI極とほど同様であるが， niJ!l旬背lJ1IJ片の後紋には黄白色帯があり，また後)j退官i'j外部

には黒色当日をもたない。

計出lli長:体長， o17.5， 916.5"，-，20.2;前麹長， o 14. 4， 9 11. 9~ 14. 0 ;後J!退長， o 18. 8， 

919.9"，-，20.9 ;産卵管長， 8.2，，--，10.2. 

考察:本種および消極については， ，~î) 11の記述と若干異なる部分がある。すなわち，産卵

管の反りよ:J;合と平生地下板の形状とで，これが古川の記述によれば本種と前種と全く逆なの

である。 õ)毛角の JI~~犬については一致するところから，ここでは 6 腹端部を基準にして両者

の区別を行なった。討iHlli直に関しては，前経では古)11のものとほど合うが，本種では全く一

致しない。特に後)j退長の差がはなはだしいコこれらのことは本種にかなりの変異があること

を示すものと思う。古)11は本種が低山;11;:に産することを述べているが，菅平のような高地ま

たは他の I令官1\日 JLI~ における同高度付近のものが小形化することは十分ありうることである。

~I::.態むらの根もと付近に多く，あまり乾燥した土地には凡られない。

17. Hon1orocoryphus jezoensis (MA TS1..1川RAet Sl-HRAKI) 

ヒメタサキリ

C07locephalus fasciρes var )CごoensisMatsumura ancl Shiraki， 1908 Jour. Coll. Agr. Tohoku 

1mp. Univ.， Sapporo， 3， Pt 47. 

l-:lomorocoryf)，んusjeごoCllsisFurukawa， 1950， Icon‘ In5. Japon.， Ecl Sec. 36， 89. 

1o19"体育研前， 15. ix. 1962; 1δ ，唐沢橋上 16 x 1962 1 C1，大明神滝
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J.:.， 16. x 1962. 

特徴:ノト形。 oHlIj't;品n¥)-図33，34. 9-JikU良部一図35，36. f寺(こ oJ毛角は太く， I人j方へ急角

度に!i11る。

記述:頭演は前方に突出するが，その先端丸味を帯びる。

8の腹端部;図33，34 尾角には大小2線あり，大林は小糠と共に内方へ大きく，ほど il主

角に鷺曲する。紅上坂後縁内方にゆるく響曲し， !JIu端突出する。この部分は若干外方へ!向き，

先端鈍く丸i沫を帯びる。 j毛突起は H uneοsusより結iい。

♀の腹端部;図35，36. 産卵管は長く体長とほど等しく，安IJ状。Il工上板;区l35.

全体の色調(.i，縁色型のものと福色型のものがあり，後者は吉IJ趨:こ少数の黒斑jえをもつこ

とがある。緑色型のものでも後経Iiriが褐色を花:びることがある。

計測!産:体長， o 18.9----23.2， 9-23. 0---....23. 8 ;前趨長， o 22.3---....26.5， c' 24.8---....25.5 ; 

後腿長， o 15.5---....16.4， ♀15.0，，-，16.8 産卵管長， 22.0'"'-'23.6. 

付記:菅平産のものは小型で‘ある

18. Xiphidiopsis sp. 

2 9，実験所構内 20 Vlll 1965. 

19. Phaneroptera f乱lcata(PODA) 

ツユム 、ン

Gryllus falcata Poda， 1761， Insecta MU!:i. Graec. : 52 

Phanerottera f alcata Serville， 1839， Hist Nat. des in!:i. Orth. : 419. 

1 o 1 ~，実!談所構内， 23. viiI 1962 1 o ，実験所構内， 24. viII 1962. 

特徴:全体緑色。前麹細長。 on反端部一図37，38. δ生殖下板一図39. 9-腹立高部一図40.

記述 o発音器は黒褐色を帯び，前麹より後麹の方がはるかに長い。

6の)j銭高音¥);図37， 38. 尾角は先端部ユーは少し幅広くなり，末端に至るに従い細くなる
3 

が，その内縁には微小歯をもっ。区上板;I玄137.生殖下板;1玄139.

平の腹立高 t~[) ;図40. j宝91~管は幅広で、短く，後上方に急激に曲る。先端部は上縁下縁ともに

鋸趨状となるが，下縁の方はほとんど先端に限る。

計測{直:体長， δ13. 1----15.2， ♀17.2;前麹長， δ22.9.......24. 6， ~ 25. 4 ;後JJ退長， δ20. 1 

'"'-'21. 2， 9-21. 5 ;産卵子首長， 6. O. 

生態:菅平のツユムシ類は本種がもっとも普通で， 8丹が最盛期である。燈火にも飛来す

る。ダニの:芽生が多い。

20. Shirakisotima japonica (MATSUMURA et SHIRAKI) 

ホソクビツュムシ

1 sotIllla japonica Mabumura and Shiraki， 1908， Jour. Coll. Agr. Tohoku Imp. Univ.， Sapporo， 
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3， Pt 1: 10， pl. J， IX-a&b 

AnisoUlIla jatonica 13ey-Bienko， 1954. Fauna USSI<.， 59， Orth.， 2(2)， Phaner. : 88 

ShiraんisoUIJlαjat(micαFurukawa、 1963，Bull 1'okyo Gakugei Univ.， 14: 61， 1回 5.

1 o ，十の以， 5. ix. 1963 (llli水収集) 2 O， 111J仁一山のt'11(官干近傍)， 15. vii 1940 

0込jEf採集).

特i徴数ぺ11J形[診~ (ツユムシr矧nl小iドiのノ大三(jf形{杉多幻;凶!長必EわjんO 発i音吉苛:(，烈日大きく， 拘触虫f

その fうク先^たt己よゴメ立封品端;(1品出(1品~Il vはは3主:S二守F状を呈するO δ 生YP'Cf1長一図41.

記述: gj~î n~ は ~:11lく炎/.l ll し，上 Irlî~:桁IW を 1-]する。 [11(1tlは極めて長い。前JJ旬背古íj縁後縁とも多

少くぼみがあり，後紘全体として九l沫をiii;:び，後方によくのびる。 6発音器大きく，後麹は

がj泌を1也える。

8のJJUyl!armについて， o J毛ffj;凶42. 先立;MS字状を呈し，長毛を有す一る)'tl)分がある。生殖

T似は長く後三1':2又する;I温41.

全体の色調は t)}~料色。 ~n i'm及びWIIは褐色， iiijJJ句背背面は特に黒褐色が強い。触角は黒褐色，

数1111のおi二i以Eがある。

111'lHlJ他:体i七 δ20. 3，，-，24. 0 ; -Iiij組長， o 25. O. 後Jl退長， δ23.4.......，24.1. 

/巧ち号-~;祭実 本4本又叫J陀主の J午乍'f:名として51!山iか1川4

て:lお1';)三く O 松H.宗本(1908)は)j日記il去においてこれを 1soti・7Jlaに入れた。これに対し Ragge

(1961)は 1sotil7lμ は Dμcetiαの synonymであって，かっ Isotimajαponica は脈相

の点から Ducetia のものでないことを.18Mしている。 一方 Bey-Bienko('54)はこれを

Anisotimaに所j討させていたが， II()II ('63)は新たに 5hi7刀 hsotima なる新属をつくり

1 ja1Jonicaをその typeとした。特に oJ毛fつの先端がS字状になるという特徴から新民と

したのであるが，このJ11は本米の Anisotima または Ducetia と異なるので，ここでは-

)，~~古川の立見に従うことにした。なお，古)11の述べている 1 javanicaの問題は Raggeに

よりすでに解決がなされているので1I山岳はない。

Rhaphidophoridae 力マドウマ科

21. Diestramn1ena japanica BLA TCHLEY 

マダラカマドウマ

Dicstra/ll/llcna. jαpαIlica Blatchley， 1920， Orth. Northeast. Am : 611 

DiωtrωIlIllCnαjatollica Kal・n)'，1930， Ann Naturhist. Mus. "ヘlien，44: 173. 

Diestrα'.IlIlJ/cna (DIi叫 1刀 IJllllenα)jatonica Furukawa， 1933， Jom. Fac. Sci Imp. Univ. Tokyo， 

Sect. 1V， 3， Pt. :2: 205， f 1 

LoclIsta (R/iαthidoρ/ior川 )JJlμrlJlorta(nec I-larris) de Haan， 1842， Temminck Verhandel.， Orth. 

177 

Ditヘ)!rrUIlIJlCJla/11山ソJlorataBrunner von ¥Vattenwyl， 1888， Verh. 2001. -bot. Ges. ¥Vien， 38: 

298， 299， Tf 7、[. 2G 

1 9， )J段FJriE!l!j， 11 ¥'111 1963 

特徴:妖主主。 i本色(土足と 1'1褐色のまだらで，後j控訴7上市のw京は独立小料{からなる。

記述:後JJ.i立節!っ11):こ若干の小中京をfj-し，かっ後Il主節の上国の紋は規則立ミしく間隔をおいた
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独立小椋からなるつ

平産卵管は服部長よりはるかに短い。尾毛は長く，生殖下板は 3角形。

体色は黒と白褐色のまだらであるが，一定方向をもっ模採となっているつにぶい光沢があ

る。尾毛基音1)は白色を呈する。

計測値:体長 Q22 0 後n退長， Q 24.8 産卵管長 12.2.

22. Tachycines elegantissI1na GRIFFINI 

コノシタウマ

Diestrammena elegantissiJlla Griffini， 191:2: Bull. Mus. Paris， 1912: 19， f. 1. 

Tachycines elegantissimus Chopard， 1916， Bu!1. Soc， Entomol. France: 158. 

1 Q nymph，実験j1JT構内， 28. vi 1962; 2 o ・2Q nymphs，唐沢1喬， 16. x 1962; 

1♀，唐沢橋， 16. x. 1962 1 Q，唐沢橋， 18. x 1962 1 o ，大i羽子111沢，15. ix. 1962. 

特徴:頭部・前胸背は紅褐色十黒色，とくに光沢が強い。後経節上iliiの紘は述統ノト糠ili'，か
らなる。

記述:頭演突起は 2分されるが，他種のようにそれほど突出しない。前J]fiv"，Irt'立十ifらかで後

級建曲する。無麹。腹部，肢部にはj段毛を密布する。 liij)j退節には鯨なく，後)j退i部下回に 5----

6 本の糠をもち，かっ後経節上部のW;1iは連続した小JWRm~からなっている。

8のJl妥結i部について，日工上t反は後縁rjl央にてわずかにi人j方に問11ちした形をしている。 j定三と

は長い。

9のIlSlJiMl部について， }産卵管はJl友i'tISとてn;jミ，むしろ長めで、ある。

全体の色調は褐色であるが，頭胸部はお:褐色の地に鮮かな黙の一定の方向性をもった模様

を呈し，強い光沢をもって美しい。 JTE卵管は亦褐色。若虫は出に(1褐邑の 1条をもっi時期

がある。

計測j値完全に成長しきったものが採れなかったので測定しないが， {岳山のものに比し，

かなり小形である。

生態:稀にj室内に見られるが，一般には野外におり，少し湿気を帯びた大きな石の下など

によく見られる。

Grylloidea コオロギ上科

23. Teleogryllus emma (OHMACHI et MATSUURA) 

エンマコオロギ

Gryllμs mit7・atusBurmeister， 1838， Handb Ent.， 2 : 734. 

Gryllulus mItrαtus Shiraki and Ohmachi， 1950， Icon. Ins. Japon.， Ed Sec.: 43， f. 109. 

Gr:/llus emma Ohmachi and Matsuura， 1951， Bull. Fac. Agric. Mie Univ.， 2: 68， f.1. 

Teleogryllus mit7・atusChopard， 1961， Eos， 37: 277， f. 1， Pl. 13. 

1 o ，恵水i三i在{象付近， 16. x. 1962. 

計測値:体長， δ22.5;前週長， o 14.5. ;後J1m長， o 13.6. 

付記:古二千では個体数は極めて少ないようである。エンマコオロギ類の生息地としては最

高度地に属すると忠われる。体形は若干小形， J反古ISなどは黒i床が強い。



54 J

J

 

1
ムrqJ 

M
究

3
P
A
 f

 

aa，ノ 1967 

24. Pteronemobius fascipes (W ALKER) 

マタラスズ

EnどορtcraIascitωWalker， 18ωCat Derm Salt B. M.， 1: 67. 

Encottcra alboαtra Walker， 1871， (; V.， Suppl. : 11 

Ncmchiω historio Sausλure， 1877， Mem SO(;. Pbys. Geneve， 25: 95 

Ncmobius nigroIωciαtus Matsumura， 19J4， Tbou;古. 105. Jap.， 1: 138， pl. 6， f. 14. 

Ptcro7lcmobius fascitcs Uvarov， 1926， Ann. Mag. Nat Hist.， 9， 17: 287. 

1 o 4 ~， ::1ヒい牧場， 24. VlIl. 1962 4 ~，尖験所H#r人]， 25. Vlll. 1962 1 ~，大明

子111沌上，16. x. 1962. 

特徴:;Jへ形。 NÀ褐色。 JJ支1'11)は黙と I~I のまだら状を呈する。古ír!ill基自1)1主iくなることはなく 3

'Jij麹)J妥結;をわず、か組える紅度。 門下jJillは後Jlm首iの1:1'央部までしか達しない。産卵管は次種に

比べ多少*111い。

計測値:体jふ o 5. 3， ~ 4. 9~6. 3 ; -nij趨長， o 3. 7， ~ 2. 6~ 3. 0 ;後)J退長， o 4.6， 平4.6 

~4. 9 ; J2J;:9wm; Jふ 3.5~4. o. 
生態では， 牧場のシパの出iに多い。

25. Nemobius yezoensis SI-nRAKI 

エソ‘スス

Nemohiu8 yczoc71sis Shiraki， 1911， Monog. Gryll. Form : 87， pl. ll， 6. 

1 ~，実験所構内， 20. v. 1962; 1 o 2 ~，尖験所行Ilí_1札 30. vi. 1962; 1 o ， 実験所

Wì.lj~ ， 6. vi. 1963. 

特徴:;Jサ[手。体形古íj種に似るが，全体染色，たどし~ riij趨は黄褐色条を有することがある 0

Cl )臨時i!，tJ)-1玄144.

記述: ~fjJJ旬 rmには微毛を密布し，かつ岡IJ毛を多数生ずる。}話前予有J)胸j淘旬背には i一:1

そのi尚l甘村i可d出州il削側II印叫!り昨1]にi微;散段毛の生えないRれ肘簡iJ)j凶戸吟rヰ¥iな模様となるi部't1刊i司部i日i分がある。 T前下有i麹i幅11陥1日高副j広五く oでは上面発音器と

なる。~五ÎjJillは o-!IIj主主のlほどでその先端部は直線に近く切られる。}]支部には問Ij毛が散布し，
2 

後)I~{.鎖、îfこ数本のj乏械をイヰすーる。

ろの)jy!7!Ml'tJ)について， )毛毛は立ij去11長より若干短い。

Qの)j以IM;}¥);第44¥盟. l!r9P~ぎの先端部は上Tに 2 叉する。

♀前知楼KJ~m)は黄褐色の 1 条となることがある。

ri¥校IJ(直:(本i七 o5. 9-----6. 0， 平5.2-----6.8;前麹長， δ3.3-----4.0， 平2.7~3.0; 後m~長， o 

4.8， Q 4. 5~5. 0 ; )[Eyp管長， 2. 8~3. 6 

生態 5'"'-'7月ころによよられ，ジーと発音する。

26. Trigonidium sp. 

キアシヒバリモドキ
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TrigonidiU7lI haanii (nec Saus3ure) Shiraki， 1911， Monog. Cryll. F01・mosa: 104 

1♀，実験所構!人]， 29 vi 1962 1♀，尖験i訂幣i付 30 vi 1962. 

特徴:小形。体色黒，とくに前越は光沢が強い。 JI支部はすべて黄褐色。 ♀ j主J]li管一国43

記述:頭頂部には長い需Ij毛が 3対生え，後頭部にも 3対生ずる，白色被毛も多少散布する。

前胸背中央に縦回線があり，側毛多少分布し，また全IIi]に頭部の微毛より長い灰白色倣モを

生ずるつ前胸背後縁の灰白色微毛はさらに長くすべて後方へ向いている。吉ij越はiUuri'uff!Sもい

れて 8本の縦慌が走るコ肢言!)は全国黒褐色{数毛および金色微毛を散布する。後Jl堅節lこは 3対

の長練があり，その先端部には大小4東京がある。

9 の腹端t~l) ，特に産卵管;図43 定ニモはそれほど長くない。

体色は肢部を除き黒色。たどし前越は黒褐~褐色がかり透明の傾向がある。Jl支部は関節付

近を除いてすべて黄褐色。

計測鑑:体長， Q 5.5----5.8 前支m.ふ ♀3.6'""-'3.8 ;後総長， ~ 4. 3----4. 5 ; Tff~卵管長，
2 2----2 3 

考察:一般に本患は T cicindeloidesと混同されているが，以下の}，I;i、においてIK見せされ

うるつ

[jlJ 趨

肢 きI~

産卵管

T cicindeloides 

角質でかたい。綬脈多く，色は全く黒色

で光沢強い。

前中腔笛日立黒掲色を!1:する。

鋸歯状のきざみを有する。

γsp. 

}植民でj七絞1'1'-、jやわらかい。

続!日記ノレなく，色はかなり溶い。

|関節i，j近を除きすべて附色。

| 録的状に近いきざみを有する。

素木 ('30)は本種にすでに T. hαaniなるや名を lj-えているが， Saussure (1878)のfii'iriえ
な記述よりしても T. haaniはJJIJのものと忠、われる。なぜなら T. ha仰 iのfjIjJI支がl?系統

の色を帯びているというのであるが，本硲にはそのようなものは1t!.1I¥されなし、からである。

仮に T.sp.としたのもこのためで，なお検討の余地があると思う。和名はキアシヒパリモ

ドキという名が用いられている。本種は南西諸島などに普通に見られ，本州からの記録もある。

生態:シパの間などに生息する。

27. Oecanthus longicauda MA  TSUMURA 

カンタン

Oecanthus longicauda Mat.~umura ， 1904， ThoU5. Inヨ. Jap.， 1: 136， pl. VI， 10. 

1 0，実験所構内， 24. Vlll. 1962; 2 0 1 9，実験所構!大J，25. viii. 1962. 

特徴:細形。前趨淡黄，特に δ では透明に近く，発音鏡は大きく 2 本の直線斜横IIJ~ を有す

る。 平版端T~IS..-図45. 産卵管先端部-1玄\45 a. 

記述 o前麹はほとんど発音鋭で占め，そこに 2本の直線斜横脈を存する。 平吉íï~週は縦JJ民

が数本走る。

9の腹立出ms;図45. 産卵管先端部;図45a. )}臼 I~管 vill苦褐色，先端if，~色を呈する。

体色は，菅平産のものは平地産のものに比べ，全体的に，もしくは肢在日などが11者色を，H1;び

る傾向がある。

計測Jf寵:体長， δ11.0----13.7， 911.2----13.0;前趨長， 010.2"-'11.1， 910.0----124;後
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nm長， o 8. 1"--'8. 5， ♀8.2，，--，8.6 ;卵管長， 8.2'"'-'8.6. 

生態:8，，--，10F.lに見られる。ヒョルヒョノレヒョル………と低い弱い述統音を発する。

28. Myrmecophila sapporensis MA TSUMURA 

アリツカコオロギ

Myrmecothilus sa仲 orensisancl jatoniclls (nom. nucl.) Matsumura， 1904， Thou'3. Ins. Jap.， 1 

131， pl. VI， 15 and the explanation of PI. VI， 15 

Myrmecoρhilαsattorensis Shiraki， 1911， Monog. Gryll. Formosa: 34. 

5 nymphs，尖!験所Hlt内， 16. vii. 1962 (液浸).

特徴:1)投ノj¥極 (3mm以下〉。後Ilili節太く ，J宅毛は{本に比し太く長い。無麹，なお，体表全

而に1)故毛を密告てjする。

生態苦王子では・グロヤマアリ (Formicafusca japonica)・トピイロケアリ (Lαsiω 

niger)の巣に一般的に見られ，クシケアリ (Mynnicarμbra si・lbestrii)の巣では稀に見

られ，グロオオアリ (Campo71otusherculeanus jaρom・cμs)の巣では全く兄られない。

PHASMIDA ナナフシ呂

Phasma tidae ナナフシ科

29. Micadina phluctaenoides (REI-IN) 

トピナナフシ

Mannessoidea i)hluctaenoides Rehn， 1904， Proc. Acad Nat Sci Phila.， 56: 73 

Micαdinaρhlμctaenoidβs Redtenbacher， 1908， Die Ins. Fam. d. Phasmid. : 533， P1. XXVII， f. 4 

1平，保科仁1，22. viii. 1940 (鳥居民集).

特徴:前後始有するが， ÎJÍJ麹は鱗)t~1犬。Il以品1rtl) (第 9背板〉後縁は三!と円 2並列形で，尾毛

はその先立;討を若干政える程度である(以上平について〉。

記述:fq~げj は長い。 rl1 J向背は長く‘ I~ll縦隆起記長を有し，表面粗雑な点刻を散布する。古íjJlm

ííl'iは若干1:~t}l)方で、間 Ü!lす一る 0

9のJl反端部について。 J;P;9 ol~'f板の後縁~'j:山なる形をしており，毘毛はまっすぐでその先端

を若干越える程度である。 il工上板はほど 3角形である O

色調は全体には緑色であるが，触角にはほど ~~";IHJ隔に黒環があり，後麹磐部は薄紅色を呈

する O

:i1"iJ!lJ値:体jふ 平 43.8;前)J旬背長，♀ 2.3 ; 11~1 )J勾背長ç;? 8.2 ; ui}恕長， c;? 3. 5 ;後麹長，♀

17，4;後II退長， 910.7 

GRYLLOBLAT1‘ODEA ガロアムシ自

Grylloblattidae ガロアムシ科
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30. Galloisiana yuasai ASAHINA 

ヒメ方?ロアムシ

Galloisianα yμαsai Asahin人 1959，Kontyu， 27 

・249， 2a-d 

1δ ，根子岳山I氏 29. vi. 1962(1~46) 

，幼虫多数，実験所構内， 20. i i. 1966. 

付記:様子岳山頂石下より発見された。

東京でシロアリを与えて飼育を行なったが

数司で死んだ。様本は朝比奈が所j設する。

菅平ではガロアムシは散発的に各所でj来

集され，初期には丘(英連〉による採集が

あり，その後四向山(新付， '51)， 生物実

験所構内(安藤採集〉などでも採集されて

いる。たどしその多くは幼虫で， Ji文虫は稀

であったコ菅平の珍重すべき昆虫である。

BLATTARIA ゴキブリ自

7 

家{主性のものとしてヤマトゴキブリ

P eri planeta jαþOJÚCα(1 幼虫，?を平 rIltr~

館内にて採集〉がXt!.られるが，野外のゴキ

ブリは今回記録できなかったっその生息の

可能性は少ない。 密46，根子岳産 Galloisianα yuαsai ヒメガ

lコアムシ δ

MANTODEA カマキリ自

調査範囲内では，カマキリ類は発見できなかったが，今後の調査により発見の可fiE性はある。

DERMAPTERA ハサミムシ自

Forficulidae クギヌキハサミムシ科

31. Forficula micado BURR 

キパネ J 、サミムシ

Forficula milwdo Burr， 1904， Trans. Ent. Soc. Lond. : 319. 

Atterygidαlongitygi Matsumura and Shiraki， 1905， ]our. Sapporo Agr. Coll.， 2 84， f. 2. 

Chelidura c!i刀unutaMatsumura and Shiraki， 1905， ]our. Sapporo Agr. CoJl.， 2: 84， 3. 

1 ~，実!談所構内， 24. V111. 1962 
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32. Anechura lewisi (BUl<R) 

コブノ、→ナミムシ

Odontotsalis leωisi Burr， 1904， Trans Ent. Soc. Lond. : 317. 

Atterygida jαtonicα(nec Bormans) Shiraki， 1905， Jour. Sapporo Agr¥Coll.， 2: 83. 

Anech削噂αleτvisiShiraki， 1928-29， Ins. Mats.， 3: 16 

1 o 1 Q，般子岳， 1. x. 1938 (採集者不明，宍!談所楳本).

付記:本種の幼虫とjE、われるものは多数採集されている。

菅平産直鶴自の発生時期

官平の直麹目は，最初に述べた如く約半年という短い期間に出現活動するわけで、あるが，

長期にわたって成虫の見られるものでは，だいたい 5月初めから 7月ころまでが幼虫期，向

じく 7月ころから10月までは成虫期というふうに大別で、きる。たどしこれは絶対的なもので

なく，秋に成虫となる場合は幼虫期はもっとずれることは言うまでもないのであって，幼虫

成虫iJ宅生時期の111話はかなりあるものと考えねばならない。

出現時期の短いものでは，成虫出現はほ父、 1 か月 fl日に i決られ，幼虫~Vl ・成虫期はおのおの

の場合によってそれぞれ異なる O タカネヒナノミッタ (Chorthiρρusniρpomontanus)， Chor-

tMtpus sp. ナキイナゴ (JVlongolotettixjαponicμ5)， ヒメクサキリ (!--JomoJ刀coryphus

j儲 ormsis)，ツユムシ (Phωlsroρterajalcata)，キアシヒパリモドキ(TrigoniduDnsp. )， 

エゾスズ (Nemobiusy印 oensis)などが出現時期の短いものであるつ

IWJI謁11M'jのものについての発生時期をみると，種数の多い Chorthiρρμ5 などでは，やはり

11寺山j的(季節約〉ずれをもってそれぞれが出現している。 Metrioρteraでも若干のずれがあ

るようである。

菅平産直麹 I~ についての発生時期の一覧表を図47にあげる。これは1962年の観察にもとづ

いて作成したものであるが調査不十分な部分は推定にしてある O

分布についての考察

菅平はj色J'1U'!'0に日本のrl:l央)'mに位置する関係上，ここにするi亙麹類は，日本全土に普遍

的に分布する揺・ 111i~l)以北に主に分布する種・関東以南におもに分布する荘!などの混合群か

らなっている。それらのお Lよそは山Hl!:1生のものであって，特に関東以南の平地を主生息関

とする種が相対的に少ないのは，当然と言いながら一つの特徴であるコ特にイナコす:良(Oxy・

nασ〉のようにj、葉市11000m付近まで分布しながら，この地へ進出しない併もある。これは調査

した範1mの菅平では，稲作が可能高度を越えるため行なわれていないことにも原因があるか

もしれない。また野生ゴキブリ類は生息の可能性少なし調査地域内で，v'Iカマキリ類も同様で

ある。一方特に平i也に多産するようなトノサマパッタ Lo(;μstαmigratoJ・1・αphaseso!itα7'laや

エンマコオロギ TeleogryllusCJll7llaがこの地へも進出しているのは興味ある事実である。
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1¥1βtriottera jato71ICα 
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Teleogryllus emma 
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Pteronemobius fωCl-
pesくマダラスズ〉

N emobius vezoensis 
(エゾスズ)

Trigonidium sp. 
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Oecanthμs longicauda 
(カンタン〉

山総柄;共:官、vのu1i趨古!

図47:菅平産車趨自発生時期概略〈実線:確認したもの，点線:推定3 ム:幼虫 0:成虫〉
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;t~:平には， rll;'1I) iJ-I岳に|司令宇の Hi と JJ~ :fEのところ考えられている胞も若干えられ Choωrt凶んiかρ

ρzμIS sp， .ヒメプガfロアムシ ιι，(正μallωois¥〉‘5げY
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:UEIU分布IYJには，村守ーは， ~~~{ ~';j */、)2000m の王が鼻(古川の調査〉と探 III~J約 lOOOm の軽井沢

mJ 321 (渡辺の調査〉との1IIIIIIIYJI'，'ijJ支に位託するため，そのファウナも中間的色彩を花;びている。

合Jエi三は，鉱山広葉樹j料i;:をより多く合む板井沢周辺などに比べ，亜日山草原;!日:の占める部

分が多いため，より Ij'l央河原1'1'、j様相を示している。気候分類lめにも背平はl十11丸山i原型に属す

るつこのようにみると，作干のファウナは中部市原地のファウナの一つの典型的な型を示し

ていると;考えられる O
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Summary 

The present paper deals with the orthopteroid fauna of SugaclaiI掴a， Nagano Pref. 

in the ce11.tral part of Japan. Sugadaira is a high a11.cl narrOw local area comprisecl of 

Sugaclaira basin (1300 m above the sea) and Tonohara 011. the slope of two vo1canoes， 

Mt Nekoclake (2195 m) ancl !¥1t. Azumaya (2333 m) 

Thirty-two species of the Orthopteroiclea， belo11.gi11.g to twenty泊eightgenera， Wcre 

enumeratecl 1n the text are given iclentification keys， diag11.oses， brief descriptions， 

measureme11.ts a11.d biological observations as wel1 as taxo11.omic discussio11.s of these species 

basecl mai11. ly u po11. the strllcture of t he ge11.i tal orga11.. 

The fau11.a is composecl of， firstly， the species common in the whole part of Japa11.， 

secondly， the species which distribute in northern half of Japan， and some representatives 

from the warmer parts of Japan. The last grollp is relatively poor in this area. Chor-

thijJρus sp. and Galloisi山 zayuasai are believed to be endemic to the central highland 

of Honshu inclllding Sugadaira.λ1antodea and the wild Blattaria have not been fOllnd. 

The orthopteroid fauna of Sugadaira may be a typical one in the central high1and 

of Honshu 

A comparative cliagram of the life histories of the majority of orthopteroids of 

Sugadaira is shown in figure 47 (the Roman numerals represents the months， the solid 

lines the periocls confirmed， the dotted lines the periods presumed， the tria11.gles the 

nymphs， and the circles the adults. 

(東京教育大学理学部動物学教室:Zoological 1n.stitute， Faculty of Science， Tokyo Kyoiku 

University) 
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